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第14 屋外貯蔵タンクの耐震及び耐風圧構造計算例 

 

１ 構造計算の基礎 

(1) 構造計算の考え方は、まず危険物規則第21条第２項の式によって算出された地

震力又は風圧力が、タンクの重心（中心点）にかかるものとし、タンクを転倒さ

せようとする外力（タンクの重心にかかった地震力又は風圧力による転倒モーメ

ント）と、これに抵抗する力（タンク自重による抵抗モーメント）を求める。 

(2) この結果、抵抗力が転倒力よりも大きい場合は、補強の要はない。 

転倒力が抵抗力よりも大きい場合は、ボルト等により、タンクの周囲を基礎に

固定し、ボルトの強度が転倒力によって生ずる応力に耐えうるようにその数及び

径（谷径）を決定する。 

(3) ボルトの強度は、引張応力を受ける場合を考慮すればよい。軟鋼の場合の許容応

力は60から150ニュートン毎平方ミリメートルであるが、この場合100ニュートン毎

平方ミリメートル程度とするのが妥当である。 

 

２ 計算例 

 －想  定－ 

(1) タンクの構造 
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(2) 貯蔵危険物ベンゾール 

－計算方法－ 

    ア 風圧力に対する計算 

タンク１平方メートルあたりの風荷重Ｐは 

Ｐ＝0.7×0.588  ｈ’=0.7×0.588 9.64≒1.28kN／㎡ 

 

 タンクに対する風圧力Ｐwは 

Ｐw＝Ｐ×ｈ×ｄ 

 風圧力による転倒モーメントＭｗは 

ｈ 
Ｍw＝Ｐw×  ＝39.78×4.57≒181.79kＮ・ｍ 

２  

 転倒に対するタンク自重の抵抗モーメントＲwは 

Ｄ 
Ｒw＝Ｗt×   

２  

 Ｗt：タンク自重（鋼材の比重は7.85とし屋根板は平板として計算する。） 

Ｗt＝（屋根板の重量）＋（底板の重量）＋（側板の重量） 

≒2.24＋4.19＋45.09≒51.52kＮ 

Ｄ 
Ｒw＝Ｗt×  ≒91.19ｋＮ 

２  

したがってＭw＞Ｒwとなり、このタンクは補強しないと転倒のおそれがある。 

イ 風圧力に対する補強ボルト 

      転倒モーメントＭwによって生ずるボルト１本あたりの荷重Ｆは 

１  ４Ｍw 
Ｆ＝  （    －Ｗt） 

Ｎ   Ｄ  

Ｎ：ボルトの数（８本） 

 ボルトの谷径の必要断面積ａは 

Ｆ 
ａ＝   

σt 
 
18430 

＝    ≒184㎜2 

100  

σt：ボルトの許容引張応力100Ｎ／㎜2とする。 

断面積184㎜2のボルトの直径ｄｂは 

４a 

ｄｂ＝    ≒15.3㎜ 

 π 

  ［ｄb＝1.12481 √ ａでも可］ 

 以上の結果、谷径が15.3ミリメートルより大きいボルト８本で固定すればよい
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こととなる。 

ウ 地震力に対する計算 

水平力Ｐeは 

Ｐe＝Ｗ×Ｋ 

Ｋ：水平震度0.3 

Ｗ：Ｗt＋Ｗo 

Ｗo：危険物重量（比重0.88） 

Ｗ＝Ｗt＋Ｗo（貯蔵量は空間容積を５％とした） 

＝51.52＋（773.10×0.88） 

＝731.85kＮ 

Ｐe＝731.85×0.3≒219.56kＮ 

地震による転倒モーメントＭeは 

ｈ 
Ｍe＝Ｐe×   ≒1003.39kＮ・ｍ 

２  

転倒に対する自重の抵抗モーメントＲeは 

Ｄ 
Ｒe＝Ｗ×   ≒1295.37kＮ 

２  

従ってＭe＜Ｒeとなり、このタンクは地震力に対する補強は要しない。この算

定は、貯蔵状態として行ったものであるが、タンクが空の場合もほぼ同様の比率

が得られるものと考えてよい。 

エ 地震力に対する補強ボルト 

      Ｍe＞Ｒeとなった場合、Ｍeによって生ずるボルト１本あたりの荷重Ｆは 

１  ４Ｍe 
Ｆ＝  （    －Ｗ） 

Ｎ   Ｄ  

Ｎ：ボルトの数 

Ｗ：総自重、ただしタンクが空の場合の計算は、タンク自重Ｗtとする。 

で求められる。 

以降はイ「風圧力に対する補強ボルト」の例により算定する。 

 

 


